
1第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

資料-１
河床低下対策工と現地状況

旭川開発建設部 治水課



2第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

早期に実施すべき河床低下対策工（案）
 河床低下の進行状況に鑑み、前回WGで下記案を早期に実施すべき河床低下対策工（案）として、検討を進めることを報告した

岩盤被覆箇所低水路拡幅箇所



3第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

今後の進め方
 早期に実施すべき対策工については、旭川市との調整や設計等の準備をおこなっているところである

 また、未確認事項については、主に大型模型実験を通じて確認していくことを予定している

要因分析

要因を考慮した河床変動計算モデルによる将来予測

要因を考慮した河床変動計算モデルによる対策工検討

未確認事項の確認

概略設計

詳細設計

対策工について

モニタリング実施

河床低下対策全体計画に向けた取り組み・モニタリングの継続

施工

大型模型実験

河床変動計算では確認が困難な事象が河道
に及ぼす影響を確認予定。

例えば、
・構造物周辺の流れや河床変動
・支川合流部の流況、河床変動
・小流量時の流況、土砂移動状況
など

河床変動計算他
・基本方針、整備計画ハ
イドロなどの流況が河道
へ及ぼす影響等の確認

・計算上の現地モデル化
と現地の乖離の影響（例
えば、岩盤高さ、強度の
差異）

・その他

河床低下対策全体計画

モニタリング
計画立案

対外説明
影響検討等

早期に実施すべき対策工の検討

昨年度までの検討で概ね確認済



4第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

現地状況について



5第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

現地状況 撮影地点
 河床低下区間の現状について、確認をおこなった

河床低下区間

石狩川

石狩川流域

石狩川上流域



6第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

現地状況 橋上より（1/4）
 平成25年7月17日（流量30m3/s）の河道状況を橋上から撮影

旭橋（KP157）より上流側 金星橋（KP158.1）より上流側

この日、水面幅は40‐50m程度。
左岸に砂州が形成されている。
岩盤層の露出はみられない。

樹木もそれほど顕著に繁茂していないが、
砂州上には稚樹が多くみられた。

この日、水面幅は30‐50m程度。
橋下、左岸に砂州が形成されている。
右岸際に岩盤層が露出。

これより上流は、両岸に樹木がぎっしり繁
茂している。

2013.07.17 2013.07.17



7第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

現地状況 橋上より（2/4）
 平成25年7月17日（流量30m3/s）の河道状況を橋上から撮影

花咲大橋（KP159.4）より上流側 秋月橋（KP161.1）より上流側

この日、水面幅は30‐50m程度。
湾曲部左岸に砂州が形成されている。
岩盤層の露出が多く見られる。
両岸は、樹木が顕著に繁茂している。

この日、水面幅は40‐50m程度。
砂州は見られない。
両岸に岩盤層が露出。

これより上流は、両岸に岩盤が露出してい
る。また、両岸に樹木も繁茂している。

2013.07.17 2013.07.17



8第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

現地状況 橋上より（3/4）
 平成25年7月17日（流量30m3/s）の河道状況を橋上から撮影

北旭川大橋（KP163）より上流側 永山橋（KP164.6）より上流側

石狩川本川 永山新川

この日、水面幅は30‐50m程度。
砂州は見られない。
岩盤上に薄く、砂礫が堆積している。
樹木はそれほど顕著に繁茂していない。

この日、水面幅（低水路幅）は100‐150m程度。

河道中心に大きな砂州が見られる。また、昨年
は、石狩川本川の流れが左岸に寄っていたが、
流路が右岸側に変化した。
岩盤層の露出はみられない。

2013.07.17 2013.07.17



9第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

現地状況 橋上より（4/4）
 平成25年7月17日（流量30m3/s）の河道状況を橋上から撮影

東永橋（KP167.4）より上流側

この日、水面幅（低水路幅）は100‐150m程度。
河道中心に大きな砂州が見られる。
岩盤層は見られない。
砂州上に、適度な樹木が見られる。

＜まとめ＞

• この日の水面幅は、北旭川大橋までは30‐
50m程度、永山橋より上流では100‐150m程
度であった。

• 永山橋付近より上流で、低水路内に大きな
砂州がみられたものの、北旭川大橋～花咲
大橋間ではほとんど砂州や砂礫がみられな
かった。

• 花咲大橋～旭橋間では片岸に砂州が見られ
た

• 金星橋（KP158.1）付近から北旭川大橋
（KP163）よりやや上流まで、河岸に岩盤が露

出しており、両岸には樹木が多く繁茂してい
た。

2013.07.17



10第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

【参考】流況表 旭橋

※水文水質データベース：http://www1.river.go.jp/より



11第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

【参考】流況表 永山

※水文水質データベース：http://www1.river.go.jp/より



12第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

【参考】7/17の流量



13第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

北旭川大橋付近
 北旭川大橋直上流では、白波が立つような流れが見られるが、直下の川面はほとんど流れがない

 水面幅も狭く細深い河床形状となっていると推測される

 直上流左岸部では、河岸侵食が進行していた

この部分で河床低下が進行しているのでは？

※H25年７月測
量横断は、p.17
参照

2013.07.18 2013.07.18



14第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

北旭川大橋付近
 KP163の横断面の高低差以上に写真風景（水面幅）が大きく異る

右岸より上流側 左岸より下流側

2013.07.18 2013.07.18



15第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

平成23年測量以降の流況
 H23年9月出水後から、H25.7測量の間の最大流量は600[m3/s]程度。これは平均年最大流量程度に値する。

平成23年出水後の旭橋及び永山の流量データ（暫定値）を貸
与願います。
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旭橋：614[m3/s]
永山：585[m3/s]



16第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日



17第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

護岸の浮き上がり
 護岸の破損、流失、浮き上がりが確認された

KP158.8付近右岸より下流側 KP160.5付近左岸砂州より上流側

KP159付近右岸より下流側

2013.07.18

2013.07.182013.07.18



18第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

岩盤層の露出
 岩盤層の露出状況。岩盤上には、ほとんど砂礫が見られない。

KP162.7付近左岸上流側北旭川大橋

北旭川大橋

KP162.6付近左岸上流側

KP161.6付近左岸上流側KP161.2付近右岸上流側

2013.07.18

2013.07.18

2013.07.18

2013.07.18



19第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

永山床止
 永山床止上に砂州が形成されている

左岸より下流側 左岸より上流側

2013.07.18

2013.07.18



20第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

現地踏査・測量結果から確認できたこと
 現地踏査で確認できた事項を以降にまとめた。

 今後、現地の経年的な変化を比較できるよう、定点写真等の整理をおこなう予定である。

1. 全体
 花咲大橋（KP159.4）～北旭川大橋付近（KP163）まで、河床はほぼ岩盤床であり、

流水は澪筋部に集中していた。

 露岩区間の下流部（金星橋～花咲大橋～秋月橋）では、澪筋の発達が顕著であ
り、水路幅は狭く、周辺には樹木が密生していた

 露岩区間上流部（北旭川大橋下流）では、澪筋の発達はそれほど顕著ではなく、
広範囲に岩盤床が露出していた。岩盤上に砂礫が薄く堆積している箇所もみら
れた。

 北旭川大橋上流部には、露岩したばかりと推測される箇所がみられた

2. 橋脚
 北旭川大橋直下では、極端な洗掘が進行しており、応急対応を検討中である。

3. 護岸
 護岸の浮き上がり、すでにその機能は期待できない状態であった。

4. 床止

 永山床止上には、土砂が堆積しており、上流からの土砂が堰き止められている
様子はみられなかった。


